




　ニマタンパ・シェーラプジンパ（Nyi ma thang pa Shes rab sbyin pa, 以下、シェ
ーラプジンパ）は、十七世紀に活躍したサンプ寺ニマタン学堂の学僧である。サ
ンプ・ネゥートク寺（gSang phu ne’u thog, 以下、サンプ寺）は、教法後伝期にお
ける仏教教学復興の一大拠点となった中央チベットの古刹であるが、後代、サ
キャ派とゲルク派の多数の講説院（bshad grwa）を内部に擁するようになった。
『黄瑠璃史』（Vaidūrya gser po, 1698年造）には、当時、四つのゲルク派の学堂と
七つのサキャ派の学堂とで合計十一の講説院がサンプ寺に存在していたことを
























の『大教義書』（Grub mtha’ chen mo）、及び、ジャムヤンシェーパの伝記資料
（ジャムヤンシェーパ自身による自伝とクンチョク・ジクメワンポ（dKon mchog ’jigs 
med dbang po, 1728‒1791）による『クンケン伝』の二点）を資料として、以下の一
連の事実が明らかとなった。
１． シェーラプジンパは、『黄瑠璃史』所収のニマタン学堂長の系譜では、























（dka’ bcu grwa skor）を行い、その翌年の1673年に、師にして当時
のゴマン学堂長であるロトゥギャンツォの指示に背いてまで、再度





うち、律と論理学の二作品は木版本がモンゴル国立図書館（National Library of 
Mongolia）に所蔵されている他、八点の作品はウメ書体の写本として大谷大学
図書館に保管されている。具体的には、以下の通りである。
１． Nyi ma thang dpon slob Shes rab sbyin pas mdzad pa’i bDen gnyis 
kyi mtha’ dpyod（ニマタン師シェーラプジンパにより著作された二諦精
解）［Ota 13949: Ca. 1‒15b4］
２． Nyi thang dBu ma’i tshad ’gog [gi mtha’ dpyod]（ニタン中観量否定
［精解］）［Ota 13950: Ca. 1‒24b4］
３． Nyi ma thang bla ma Shes rab sbyin pa’i Chu ’bab kyi mtha’ dpyod
（ニマタン上師シェーラプジンパの水流精解）［Ota 13951: Ca. 1‒13a4］
４． Nyi ma thang dpon slob Shes rab sbyin pas mdzad pa’i dBu ma 
dus gsum rnam gzhag gi mtha’ dpyod（ニマタン師シェーラプジンパ
により著作された中観三時設定精解）［Ota 13952: Ca. 1‒16b8］
５． Nyi ma thang pa dpon slob Shes rab sbyin pas mdzad pa’i dBu 
ma bdag ’gog gi mtha’ dpyod（ニマタン師シェーラプジンパにより著作
された中観我否定精解）［Ota 13953: Ca. 1‒26a3］
６． Nyi ma thang pa Shes rab sbyin pas mdzad pa’i gZhan sel gyi 
mtha’ dpyod（ニマタンパ・シェーラプジンパにより著作された他者排除精
解）［Ota 13954: 1‒10a8］
７． Nyi ma thang pa Shes rab sbyin pas mdzad pa’i Phar phyin skabs 




８． Nyi ma thang pa’i Don bdun cu’i skabs gnyis pa gsum pa bzhi pa 
lnga pa rnams（ニマタンパの七十義の第二章・第三章・第四章・第五章）
［Ota 13956(2): Tha. 1‒19a6］
　これとは別に、モンゴル国立図書館には、以下の二点の木版本の著作が所蔵
されていることが新たに判明した。
１． Lung dang rig[s] pa’i gter chen po legs par bshad pa’i dus tshigs 
gsal bar byed pa’i nyi ma zhes bya ba bzhugs so.  目録番号：
M0054824‒017. 1a‒50a (7行). 54.0x7.0 cm.
２． Kun mkhyen nyi ma thang ba shes rab sbyin pa’i zhal snga nas 
kyis mdzad pa’i gzhan sel gyi dpe tshig bzhugs so.  目録番号：
M0055839‒027. 1a‒28a (6行). 46.0x7.0 cm.
　このうち、後者の他者排除論（アポーハ論）の作品は、上記大谷写本の第六番
目の作品と同一テキストであること、さらには、『量評釈』の一学課としての他
者排除論ではなく、ドゥタ文献の一学課としての他者排除論のテキストである
ことが判明した。他方、前者の律の作品については、在印デプン寺ゴマン学堂
図書館から活字本として出版されているが、その奥書から、モンゴル国立図書
館所蔵本とは同系統の異なる版本に基づくものであることが確認された。
　シェーラプジンパの著作を研究する意義としては、種々の研究の視座を立て
ることが可能であるが、以下の二点が特に重要と思われる。
１． ジャムヤンシェーパの教学形成を解明する上での重要性。
２． 最後期のサンプ教学の一形態を示す資料としての重要性。
　シェーラプジンパがモンゴル人であり、実際、彼の律と論理学の著作がモン
ゴル国立図書館に残されていたことからも、他にも彼の一連の著作がモンゴル
に保存されている可能性がある。今後、その方面の調査が必要になることを最
後に付言しておきたい。
＊本稿は、JSPS 科研費 JP15K02046の助成に基づく。
